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令
和
４
年
に
作
成
し
た
『
栗
東
市
文
化
財
保
存
活

用
地
域
計
画
』
で
、
栗
東
の
豊
か
な
歴
史
文
化
の
特

徴
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
10
の
関

連
文
化
財
群
（
ス
ト
ー
リ
ー
）
を
設
定
し
ま
し
た
。

原
始
・
古
代
か
ら
現
代
ま
で
、
交
通
の
結
節
点
で
あ

る
栗
東
の
、
縄
文
時
代
か
ら
弥
生
時
代
ま
で
の
ス
ト

ー
リ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

　
縄
文
時
代
、
山
河
か
ら
の
恵
み
を
糧
に
、
前
期
（
約

６
千
年
前
）
に
は
辻
・
高
野
遺
跡
な
ど
で
人
々
の
生

活
の
痕
跡
が
残
り
ま
す
。
下
鈎
遺
跡
で
は
前
期
（
約

５
千
年
前
）
の
竪
穴
建
物
が
発
見
さ
れ
、
多
く
の
石

器
が
出
土
し
、
霊
仙
寺
遺
跡
で
は
、
中
期
の
土
器
と

多
種
多
量
の
石
器
が
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の

生
活
が
伺
え
ま
す
。
狐
き
つ
ね
づ
か塚
遺
跡
で
は
中
期
か
ら
後
期

（
約
４
千
年
前
）
の
集
落
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
弥
生
時
代
、
湖
南
の
地
で
い
ち
は
や
く
米
作
り
を

始
め
た
痕
跡
が
分
か
る
の
は
霊
仙
寺
遺
跡
で
、
約

２
千
５
百
年
前
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
や
が
て
ム

ラ
が
ま
と
ま
り
、
中
沢
遺
跡
・
下
鈎
遺
跡
・
坊
ぼ
う
ぶ
く
ろ袋
遺

跡
な
ど
で
集
落
が
発
展
し
ま
す
。
後
期
に
は
、
下
鈎

遺
跡
や
伊
勢
遺
跡
で
、
近
畿
で
も
突
出
し
た
大
型
建

物
を
持
つ
小
国
が
誕
生
し
ま
す
。
下
鈎
遺
跡
で
は
、

銅ど
う
鏃ぞ
く
が
多
数
出
土
し
て
い
る
ほ
か
、
鋳
型
や
銅ど
う
滓さ
い
、

石
杵
が
出
土
す
る
な
ど
各
地
か
ら
の
資
源
を
も
と
に

し
て
青
銅
器
や
赤
色
顔
料
を
生
産
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
っ
て
お
り
、
各
地
域
の
土
器
が
出
土
し
多
様
な

地
域
と
の
交
流
が
伺
え
ま
す
。

中
沢
遺
跡
で
は
、
令
和
６
年
度
の
発
掘
調
査
で
弥

生
時
代
の
大
型
建
物
の
ほ
か
、
川
跡
か
ら
弥
生
時
代

末
～
古
墳
時
代
初
頭
の
大
型
砥
石
が
出
土
し
ま
し
た
。

そ
の
使
用
痕
跡
か
ら
大
型
の
鉄
製
品
を
研
い
で
い
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
小
国
が
出
現
す
る
時
代
の
息

吹
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
発
見
に
な
り
ま
し
た
。

弥生時代後期の下鈎遺跡（イメージ）弥生時代後期の下鈎遺跡（イメージ）

下鈎遺跡の大型建物跡下鈎遺跡の大型建物跡
（平成４年調査・下鈎地先）（平成４年調査・下鈎地先）

　
　
栗
東
の
歴
史
文
化
ス
ト
ー
リ
ー（
Ⅰ-

Ａ
）

歴史文化の特徴 テーマ 関連文化財群（ストーリー）

原始・古代から現代まで
交通の結節点

テーマⅠ�
材が織りなす繁栄

Ⅰ－Ａ栗太の小国の誕生
Ⅰ－Ｂ躍動する古代豪族
Ⅰ－Ｃ古代近江の要

奥深い山から扇状地ま
で、変化に富んだ地形に
展開する豊かな歴史文化

テーマⅡ�　
山の祈りと業（なりわい）

Ⅱ－Ａ金勝の神仏の風

Ⅱ－Ｂ山の暮らしと神まつり

原始・古代から現代まで
交通の結節点

テーマⅢ�　
まじわり・にぎわい・結び

Ⅲ－Ａさまざまな争乱
Ⅲ－Ｂ東海道と中山道

奥深い山から扇状地ま
で、変化に富んだ地形に
展開する豊かな歴史文化

テーマⅣ�　
川と水が紡ぐ村々

Ⅳ－Ａ水でつながる大宝神社圏
Ⅳ－Ｂ野洲川と耕地
Ⅳ－Ｃ金勝川と葉山川

栗東の関連文化財群

歴史文化要素を、歴史的な性格や位置づけに応じて、周辺の環境を舞台に一体的・総合的に歴史文化要素を、歴史的な性格や位置づけに応じて、周辺の環境を舞台に一体的・総合的に
とらえたものを関連文化財群としますとらえたものを関連文化財群とします

中沢遺跡の大型砥石出土状況中沢遺跡の大型砥石出土状況
（令和６年調査・中沢地先）（令和６年調査・中沢地先）
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